
地 震 発 生

特別教室

【理科室】
◇火気使用中の場合は、消
火の指示をする。
◇有毒ガス発生の恐れがあ
る場合はハンカチを鼻や口
にあてるよう指示する。

【調理室】
◇用具棚や冷蔵庫等の倒壊
に備えて机の下にもぐるよ
う指示する。
◇火気使用中の場合は、消
火の指示をする。

【コンピュータ教室】

◇ディスプレー等の倒壊や

飛び出しに注意し、机の下

にもぐるよう指示をする。

あわてず、教師の指示に従い、机の下で揺れがおさまるのを待つ。
◇避難放送（教頭）を最後までしっかり聞いて避難を始める。

避難場所へ移動
（運動場）

＜人員点呼・ケガ等の確認＞

学級担任・級外 → 校長

負傷(不明)者等がいた場合

消防署に対し、救助を依頼する。（教頭）

【注意事項】
（１）揺れがおさまった後、放送を最後までしっかり聞いて避難する。
（２）避難する時は、頭上に物があたらないように保護できるカバン等を頭にのせる。

（３）学級担任は出席簿を持って出る。
（４）進行方向に向かって廊下に整列し、｢おさない｣｢走らない｣｢しゃべらない｣｢もどらない｣を注意

しながら出る。
（５）外に出たら、走って避難場所に集合する。

（６）学級担任・級外は、人員点呼を速やかに行い、校長に報告する。
（７）避難場所では、先生の指示があるまで静かに待機する。

（８）津波が発生した際、正確な情報を収集し、必要に応じて２階または粟ノ保公民館駐車場へ二次避

難する。

（９）保護者への引渡しについては、緊急時引き渡しカードに記載の保護者に引渡すものとする。ただ

し、被害の状況等に応じて、保護者が迎えにきても学校に保護者と共に留め置く。
（10）児童の心のケアに努める。

４ 地震における対応について

特 別 教 室 普 通 教 室 体 育 館 運動場

◇机の下にもぐり、机の足

を持つように指示する。

◇天井や窓、壁からの落下

物に注意しながら、体を低

くするよう指示する。

◇建物から離れ、中央に集

合させ、体を低くするよう

指示する。

関係機関への連絡

◇羽咋市教育委員会学校教育課

ＴＥＬ ２２－７１３１
（マスコミ等への対応については、
窓口を一本化し、校長が対応す
る。）

①校舎２階へ避難

津波に関する正確な情報を収集し、必要に応じて二次避難を行う。

②粟ノ保公民館駐車場（二次避難）へ避難

＜津波の発生＞ ※状況を判断して①②を決定する。




